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調布「憲法ひろば」はあくろす三階研修室で二月十九日、第六〇回例会を開催。三○人が集い、日本近現代史・女性史・民俗学を研究しているむらき数子さん（写真下、「ひろば」世話人、若葉町在住）のお話を聞いて討論しました。以下のレポートは布田在住・世話人の石川康子さん。
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　テーマの故か、お医者さんや助産師さんなど、珍しい顔ぶれの例会になりました。むらきさんのお知り合いで八八歳の助産師益永スミコさん（右下写真）からも、貴重な経験を伺うことができました。


世代で変わるきょうだいの数


むらきさんは女性史・生活史を研究する中で、産婆（助産婦・助産師）という職業婦人をテーマとし、人口政策との関わりを調べてきました。参加者へのアンケートで、祖母・母・自分・子どもと世代を経るにつれきょうだい数が少なくなっていることを確認した上で、世界的に多産・多死から少産・少死に向かっていることから話は始まりました。


「生めよ殖やせよ」の時代


しかし、きょうだい数の変遷は、自然現象ではなく、国家による政策の結果でもあったのです。一九四○年代、多産が奨励されました。婚姻年齢の三歳引下げ、一夫婦五児の目標設定、多子家庭の表彰、産児制限の禁止などが閣議決定されました。人的資源の質を維持増強するために「国民体力法」が制定され、体力検定が兵役前の青年ばかりか乳幼児にも実施されました。避妊が禁じられるいっぽうで、「欠陥がある」とみなされた者は「国民優生法」によって断種や中絶を強制されました。総動員体制で、出産用の脱脂綿の配給を受けるにも妊娠証明書、粉ミルクを買うにも乳不足の証明書が必要になりました。産婆さんは証明書を書く仕事が増え、新聞雑誌に『時代の花形』ともてはやされました。資源回収・統制でお産の道具さえ入手しがたい中で、益永さんも働きましたが、「今から生んでも二○年しないと兵隊にはなれないから間に合わん」と言ったら「そんなことはない。この戦争は百年戦争だ」という答えが返ってきたそうです。戦争末期の一九四四年頃からは出生率は低下し、乳児死亡率は上昇しました。


今度は「生むな」


戦後は復員引き揚げとベビーブームで人口が激増し、国策は人口増加抑制に転換しました。四八年には「優生保護法」で中絶を条件付きで認めました。五一年、受胎調節普及を閣議了解し、避妊を「家族計画」という名で推進します。調布市も熱心に家族計画指導をしたことが、二○年間の市報からうかがえます。産婆さんたちはまた国策の最前線で、百八十度反対の仕事に働きました。会場からの質問に、益永さんは「私はとても素直だったから、言われるとおり生まないように指導した。子どもが生まれなくなり、若い人たちは町へ出てしまうので、仕事が無くなった」と語りました。六○年代には、病院など医師がいる施設での出産が主流になっていきます。サラリーマン化の中で、一九七四年には「子どもは二人まで」があたりまえとなっていました。


現在では、助産師さんは、お産だけでなく、女性の生涯にわたる体と健康の専門家として働き、子どもたちへの「いのちの教育」にも力を入れています。


そして少子高齢化―また、「生め」


「一・五七ショック」と騒がれた八九年以降、「少子化対策」という名で、将来の労働力確保のために、出生率回復の策が模索されています。私達が生むのは「兵士」や「労働力」ではなく、人間だ、ということを忘れないようにしましょう。（石川康子・記）
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E-Mail：choufu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
































 司会は岩本努世話人。下は会場
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